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厚
生
省
に
老
健
審
中
間
報
告
の
施
策
説
明
求
め
る

　

Ｊ
Ｐ
Ｃ
常
任
幹
事
は
９
月
2
5
日
、
厚

　
　

た
な
高
齢
者
介
護
シ
ス
テ
ム
」
の
①
現

生
省
を
訪
れ
、
７
月
に
発
表
さ
れ
た
老

　
　

状
と
問
題
点
、
②
基
本
的
な
考
え
方
、

人
保
健
福
祉
審
議
会
の
「
新
た
な
高
齢

者
介
護
シ
ス
テ
ム
の
確
立
に
つ
い
て
の

中
間
報
告
」
に
つ
い
て
施
策
説
明
を
要

請
し
ま
し
た
。

　

申
し
入
れ
に
厚
生
省
高
齢
者
介
護
対

策
本
部
・
高
橋
主
査
が
応
じ
、
Ｊ
Ｐ
Ｃ

か
ら
は
常
任
幹
事
ら
1
0
人
が
参
加
、
「
新

…
…
～
。
Ｉ
Ｊ
｛
Ｗ
Ｊ
八

③
今
後
の
主
な
論
点
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

　

こ
の
な
か
で
担
当
官
は
、
審
議
会
の

ピ
ッ
チ
を
早
め
、
年
内
に
も
最
終
報
告

を
ま
と
め
て
厚
生
大
臣
に
提
出
す
る
意

向
で
、
来
年
の
通
常
国
会
に
提
案
し
、

9
7
年
か
ら
の
実
施
を
目
指
し
て
い
る
と

説
明
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
高
齢
者
介
護
シ
ス
テ
ム
が

な
ぜ
公
費
方
式
で
は
な
く
、
社
会
保
険

方
式
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
の
説

明
は
十
分
と
は
言
え
ず
、
こ
れ
ま
で
公

費
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
た
措
置
制
度
を

廃
止
し
保
険
に
置
き
換
え
る
問
題
、
現

在
も
1
5
0
万
人
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
無

年
金
者
と
同
様
に
介
護
保
険
化
に
よ
り

無
保
険
者
を
だ
す
恐
れ
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
、
高
齢
者
を
は
じ
め
多
く
の
国

民
へ
の
経
済
的
負
担
、
若
年
層
と
の
整

合
性
の
問
題
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質
・

量
の
不
足
、
保
険
あ
っ
て
介
護
な
し
が

起
き
な
い
か
、
ま
た
地
域
間
格
差
が
顕

在
化
し
な
い
か
、
年
齢
に
よ
る
線
引
き

を
ど
う
す
る
の
か
、
な
ど
多
く
の
問
題

に
つ
い
て
明
確
な
説
明
を
受
け
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

時
を
同
じ
く
し
て
だ
さ
れ
た
医
療
保

険
審
議
会
の
「
中
間
ま
と
め
」
も
新
た

な
高
齢
者
介
護
シ
ス
テ
ム
を
前
提
に
し

た
論
議
を
行
い
、
「
新
介
護
シ
ス
テ
ム

が
高
齢
者
の
介
護
を
主
た
る
ニ
ー
ズ
と

し
て
長
期
に
一
般
病
院
等
に
入
院
し
て

い
る
ケ
ー
ス
の
適
切
な
解
決
が
図
れ
る

よ
う
な
形
で
創
設
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、

医
療
保
険
制
度
の
適
正
な
運
営
に
も
資

す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
そ
の
創
設
の

持
つ
意
義
は
、
医
療
保
険
制
度
の
側
か

ら
も
大
き
い
も
の
が
あ
る
」
と
言
っ
て

い
ま
す
。

　

年
内
に
も
予
想
さ
れ
る
最
終
報
告
を

ま
つ
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
Ｊ
Ｐ
Ｃ
は

　

「
高
齢
者
新
介
護
シ
ス
テ
ム
の
中
間
報

告
」
お
よ
び
「
医
保
審
の
中
間
ま
と
め
」

が
、
と
も
に
患
者
、
家
族
の
療
養
生
活

上
重
要
な
問
題
と
し
て
と
ら
え
、
1
0
月

1
5
、
1
6
日
に
行
わ
れ
る
第
1
2
回
幹
事
会

で
十
分
に
討
議
し
、
今
後
の
運
動
方
針

を
決
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

1995－10
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老健審報゜tニを読むに
医保審

　

゜

　

あたって

７
月
か
ら
８
月
に
か
け
て

三
つ
の
審

議
会
が
相
次
い
で
「
勧
告
」
や
「
中
間
報

告
」
、
「
中
間
ま
と
め
」
を
出
し
ま
し
た
。

　

７
月
４
日
、
社
会
保
障
制
度
審
議
会
が

　

「
社
会
保
険
方
式
に
よ
る
介
護
保
険
制
度

の
創
設
」
な
ど
の
勧
告
を
し
ま
し
た
。

　

同
2
6
日
に
、
老
人
保
健
福
祉
審
議
会
が

　

「
適
切
な
公
費
負
担
を
組
み
入
れ
た
高
齢

者
介
護
シ
ス
テ
ム
を
具
体
的
に
検
討
す
べ

き
だ
」
と
の
中
間
報
告
を
出
し
ま
し
た
。

　

８
月
４
日
に
は
、
医
療
保
険
審
議
会
が

　

「
保
険
料
の
引
き
上
げ
、
給
付
の
範
囲
の

見
直
し
や
患
者
負
担
の
あ
り
方
に
つ
い
て

検
討
す
る
必
要
」
と
す
る
中
間
ま
と
め
を

発
表
し
ま
し
た
。

　

発
表
し
た
中
間
報
告
と
中
間
ま
と
め
は

明
確
な
方
向
付
け
を
避
け
て
い
ま
す
が
、

厚
生
省
は
、
来
年
の
通
常
国
会
で
老
人
保

健
制
度
と
医
療
保
険
制
度
の
「
改
正
」
を

は
か
り
、
9
7
年
４
月
の
消
費
税
率
の
引
き

上
げ
と
同
時
に
、
公
的
介
護
保
険
を
発
足

さ
せ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

家
族
な
ど
の
犠
牲
の
上
に
成
り
立
っ
て

い
る
介
護
の
現
状
か
ら
す
れ
ば
、
公
的
介

護
の
拡
充
は
歓
迎
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ

り
ま
す
が
、
報
告
さ
れ
た
介
護
保
険
の
問

題
点
は
、
第
一
に
、
措
置
制
度
の
廃
止
と

保
険
へ
の
置
き
換
え
で
す
。
こ
れ
ま
で
公

費
で
賄
わ
れ
て
い
た
特
養
ホ
ー
ム
の
措
置

費
や
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
費
用
を
介
護
保

険
に
置
き
換
え
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　

第
二
に
、
介
護
保
険
化
に
よ
っ
て
、
1
5
0

万
人
と
い
わ
れ
る
無
年
金
者
や
月
３
万
円

社会保障給付費(対国民所得比)の国際比較(1990年皮)
40

　

（単位:％）302010５０

46.5

　　｜　　１　　１　　１　　１　　１　　１　　１　　１ｍｒＴ二回13.7

ml-TTT圖1 16.6

同同一一回回目21.9

　　　　　　　　　　皿朧27.5

　　　　　　　　　　　　.s.浴※･34.1

皿装四回　　　　　　目聡胆§朧皿皿｜

日

　　

本

アメリカ

イギリス

旧西ドイツ

フランス

スウェーデン

・圖§…医療．[二卜年金、匝l‥その他(福祉等)

※(出所)94年度｢社会保障統計年報｣

于
以
下
の
年
金
し
か
な
い
約
伽
万
と
い
わ
れ

る
人
々
な
ど
は
保
険
料
が
払
え
ず
、
介
護

シ
ス
テ
ム
か
ら
排
除
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

　

第
三
に
、
高
齢
者
を
は
じ
め
多
く
の
国

民
へ
の
負
担
強
化
で
す
。
高
齢
者
は
「
自

立
」
し
た
「
被
保
険
者
Ｌ
と
し
て
医
療
保

険
料
も
介
護
保
険
料
も
徴
収
さ
れ
、
病
院

の
窓
口
で
は
定
率
負
担
と
な
り
、
介
護
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
す
れ
ば
、
そ
の
内
容
に
よ

っ
て
は
月
額
６
万
円
以
上
も
の
利
用
料
を

払
わ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
上
、
介
護

保
険
へ
の
公
費
財
源
に
す
る
の
だ
か
ら
と

消
費
税
率
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。
し
か

も
、
介
護
保
険
料
は
均
等
割
と
な
る
可
能

性
が
強
く
、
い
わ
ば
、
福
祉
目
的
税
の
よ

う
な
も
の
と
な
り
、
高
齢
化
の
進
行
と
と

も
に
半
ば
自
動
的
な
保
険
料
の
引
き
上
げ

と
な
っ
て
い
く
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

第
四
に
、
保
険
あ
っ
て
介
護
サ
ー
ビ
ス

な
し
と
い
う
事
態
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ

る
こ
と
で
す
。
「
公
的
介
護
保
険
の
カ
バ

ー
範
囲
は
、
医
療
保
険
以
上
に
限
定
的
な

も
の
に
な
る
」
と
、
厚
生
省
担
当
者
が
公

言
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
介
護
保
険
の
適
用
さ
れ
る
範
囲

は
6
5
歳
以
上
と
限
ら
れ
て
お
り
、
難
病
や

慢
性
疾
患
で
介
護
が
必
要
な
患
者
に
は
適

用
さ
れ
な
い
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
介
護
保
険
の
導
入
は
、

今
最
も
困
っ
て
い
る
要
介
護
者
を
抱
え
た

2000年度における高齢者介護費用の推計暉生省）

家族介護費の推計

　

(3兆mm)

　

【保険料負担】

●20歳り上の全国民なら

　

１人あたり月約12000円

●40歳1a上の全国民なら

　

１人あたり月約3000円

高齢者介護1の推計

新ｺﾞｰﾙFﾌﾟﾗﾝ肢

分と老厄顧の４）

　　

鴎加佃）

　　　　

｜

　　　　　　　　

↑

4≫000億円の介護費川を、公費と保険料の折半でまかなうと

所
得
の
少
な
い
人
々
に
と
っ
て
、
こ
れ
ま

で
わ
ず
か
に
保
障
さ
れ
て
い
た
訪
問
看
護

や
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
派
遣
さ
え
、
保
険

料
と
利
用
料
が
払
え
な
け
れ
ば
打
ち
切
ら

れ
る
と
い
う
事
態
を
招
き
か
ね
ま
せ
ん
。

そ
の
よ
う
な
事
態
が
現
実
化
す
る
な
ら
ば

介
護
保
険
は
、
国
民
へ
の
経
済
的
負
担
強

化
そ
の
も
の
で
あ
り
、
何
ら
「
介
護
」
を

拡
充
す
る
も
の
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

　

医
療
保
険
制
度
「
改
正
」
は
、
8
3
年
か

ら
の
臨
調
・
行
革
路
線
に
よ
り
国
民
医
療

費
の
伸
び
（
平
均
５
・
Ｉ
％
）
は
、
国
民

所
得
の
伸
び
（
平
均
５
・
７
％
）
以
下
に

押
え
込
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
9
1
年

以
降
は
、
バ
プ
ル
崩
壊
、
長
期
不
況
の
た

1995-10

　　

JP●刎轜

め
に
国
民
医
療
費
の
伸
び
が
国
民
所
得
の

　

ｙ

伸
び
を
上
回
る
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

抒
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国
民
所
得
が
伸
び
な
い
た
め
健
保
の
収
入

も
伸
び
悩
み
、
さ
ら
に
政
府
が
政
管
健
保

へ
の
国
庫
負
担
を
減
ら
し
、
老
人
保
健
制

度
へ
の
健
康
保
険
か
ら
の
拠
出
金
を
ふ
や

さ
せ
た
た
め
に
組
合
健
保
な
ど
の
財
政
も

悪
化
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
事
態
を
国
民
へ
の
負
担
を
強

化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
抜
本
的
に
切
り
抜

け
よ
う
と
い
う
の
が
医
療
保
険
制
度
改
悪

医療保険制度の改悪の推移

の
ね
ら
い
で
す
。

　

問
題
点
と
し
て
、
「
自
立
」
と
「
世
帯

単
位
か
ら
個
人
単
位
へ
」
の
名
目
で
国
民

す
べ
て
を
「
独
立
し
た
被
保
険
者
」
と
と

ら
え
、
保
険
料
を
徴
収
す
る
も
の
で
す
。

こ
れ
ま
で
被
扶
養
者
と
し
て
保
険
料
の
必

要
が
な
か
っ
た
低
所
得
者
（
年
収
百
八
十

万
円
以
下
）
、
百
七
十
五
万
円
未
満
の
年

金
受
給
者
、
パ
ー
ト
な
ど
の
年
間
収
入
が

老人医療 健　　　保 国　　　保

82年

84年

86年

91年

92年

93年

94年

95年

無料化を廃止し有料化

に（定額負担）

負担額を値上げ

負担額を値上げ

給食費を上乗せ負担

本人10割給付を崩し１

割負担を導入

国庫負担布引き下げ

入院給食費有料化、付

添看護制度を廃止

国庫負担率を医療費の

45％→38.5%に削減

滞納者の保険証取上げ

低所得者の国庫負担減

　　(同左)

低所得者の保険料増へ

予定され

る改悪

定額負担から定率負担

にして値上げ

本人２割負担、ぉ年寄

り分も保険料負担

お年寄りの保険料値上

げ

※時期はいずれも法律の成立年であり、実施年と異なる場合があります

百
三
十
万
円
未
満
の
配
偶
者
や
子

ど
も
か
ら
も
国
保
の
場
合
と
同
程

度
の
額
を
徴
収
し
ま
す
。

　

第
二
に
、
保
険
給
付
の
見
直
し

で
す
。
①
健
保
本
人
の
給
付
を
現

在
の
９
割
か
ら
８
割
に
引
き
下
げ

る
。
②
老
人
の
窓
口
負
担
を
現
在

の
定
額
制
（
入
院
医
療
―
日
七
百

円
十
入
院
給
食
１
日
六
百
円
、
外

来
１
月
千
十
円
）
か
ら
定
率
制
に

す
る
。
③
外
来
の
薬
剤
、
診
療
材

料
な
ど
を
保
険
か
ら
は
ず
し
。
特

定
療
養
費
制
度
を
拡
大
し
て
保
険

給
付
を
限
定
す
る
。
④
介
護
保
険

の
導
入
に
よ
っ
て
長
期
入
院
、
訪

問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
部

分
を
医
療
保
険
か
ら
は
ず
す
、
と

い
う
も
の
で
す
。

　

厚
生
省
は
、
患
者
に
経
済
的
負

担
を
強
い
る
医
療
保
険
制
度
改
悪

を
行
お
う
と
し
て
い
ま
す
。

１３ １

Ｉ
幽
介
護
保
険
を
提
唱

　
　
　
　
　
　

老
人
保
険
福
祉
審
議
会
中
間
報
告
抜
す
い

　

老
人
保
健
福
祉
審
議
会
は
７
月
2
6
日
、
「
新
た
な
高
齢
者
介
護
シ
ス
テ
ム
の
確
立

に
つ
い
て
」
と
題
す
る
中
問
報
告
を
ま
と
め
厚
生
大
臣
に
提
出
し
ま
し
た
。
同
審
議

会
は
。
高
齢
者
介
護
に
つ
い
て
社
会
保
険
方
式
を
取
り
入
れ
る
こ
と
を
具
体
的
に
検

討
す
べ
き
だ
と
の
新
介
護
シ
ス
テ
ム
を
提
起
し
て
い
ま
す
。

。
．
．
．
彫
匹
心
眼

1 8
　
　
胆
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高
齢
者
介
護
を
め
ぐ
る
問
題

　

高
齢
者
介
護
の
問
題
は
、
国
民
誰
に
で

も
起
こ
り
得
る
問
題
と
し
て
、
老
後
生
活

の
大
き
な
不
安
要
因
と
な
っ
て
い
る
。
今

日
、
要
介
護
高
齢
者
の
増
加
、
介
護
期
間

の
長
期
化
や
要
介
護
状
態
の
重
度
化
、
介

護
者
の
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
。

　

長
寿
化
の
一
層
の
進
展
、
家
族
形
態
の

変
化
や
女
性
就
労
の
増
加
に
よ
り
、
今
後

ま
す
ま
す
深
刻
化
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
。
し
た
が
っ
て
、
介
護
を
要
す
る
高
齢

者
や
そ
の
家
族
に
対
し
適
切
な
社
会
的
支

援
を
行
う
シ
ス
テ
ム
の
確
立
が
急
務
と
な

っ
て
い
る
。

　

新
た
な
高
齢
者

　
　

介
護
シ
ス
テ
ム
の
必
要
性

　

高
齢
者
介
護
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

福
祉
及
び
医
療
制
度
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
別
々
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
て

き
た
が
、
利
用
者
本
位
の
サ
ー
ビ
ス
提
供

と
い
う
面
で
問
題
が
生
じ
て
い
る
。

　

第
一
に
は
、
利
用
者
で
あ
る
高
齢
者
本

人
や
そ
の
家
族
に
と
っ
て
、
現
在
の
仕
組

み
で
は
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
し
に
く
い

こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　

公
費
を
財
源
と
す
る
福
祉
の
措
置
制
度

は
、
利
用
者
自
ら
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
選
択

が
し
に
く
い
と
い
う
制
度
上
の
制
約
や
、

所
得
調
査
等
が
あ
り
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
心

理
的
抵
抗
感
が
伴
う
と
い
っ
た
問
題
が
見

ら
れ
る
。

　

一
方
、
医
療
保
険
の
枠
組
み
の
中
で
は
、

高
齢
者
に
対
す
る
ケ
ア
や
生
活
環
境
な
ど

の
面
で
の
対
応
に
限
界
が
あ
る
。

　

第
二
に
、
高
齢
者
が
利
用
で
き
る
介
護

サ
ー
ビ
ス
が
量
的
に
も
質
的
に
も
不
十
分

で
あ
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に

は
、
高
齢
者
の
介
護
が
福
祉
と
医
療
に
分

ｙ万ｊ
1995-10⊃に緋(⊃
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か
れ
て
い
る
現
行
制
度
を
再
編
成
し
、
新

た
な
高
齢
者
介
護
シ
ス
テ
ム
を
確
立
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

縦
型
羅

　

高
齢
者
介
護
の
基
本
理
念

　

高
齢
者
が
長
く
な
っ
た
老
後
期
間
を
、

心
身
の
健
康
を
維
持
し
つ
つ
、
ま
た
、
介

護
を
必
要
と
す
る
状
態
と
な
っ
て
も
、
尊

厳
と
生
き
が
い
を
持
っ
て
送
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
な
長
寿
社
会
の
実
現
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

①
在
宅
介
護
の
重
視
お
よ
び
介
誕
サ
ー
ビ

ス
の
基
盤
整
備
に
よ
る
、
高
齢
者
介
護
に

対
す
る
社
会
的
支
援
体
制
の
整
備

②
総
合
的
、
一
体
的
な
サ
ー
ビ
ス
お
よ
び

高
齢
者
自
身
に
よ
る
選
択
、
支
援
体
制
の

確
立
に
よ
る
。
利
用
者
本
位
の
サ
ー
ビ
ス

体
系
の
確
立

③
一
局
齢
者
お
よ
び
現
役
世
代
に
よ
る
社
会

連
帯
に
よ
る
介
護
費
用
の
確
保

　

今
後
の
方
向

　

高
齢
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
は
福
祉
（
公
費

方
式
）
と
医
療
（
社
会
保
険
方
式
）
の
異

な
っ
た
制
度
の
下
で
提
供
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
う
し
た
状
況
を
基
本
的
に
見
直
し
、

同
一
の
財
政
方
式
の
下
で
総
合
的
こ
体

的
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る
新
た

な
高
齢
者
介
護
シ
ス
テ
ム
を
創
設
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

社
会
保
険
方
式
は
、
わ
が
国
社
会
保
障

制
度
の
中
核
を
な
す
も
の
と
し
て
、
医
療

や
年
金
の
分
野
に
お
い
て
大
き
な
成
果
を

あ
げ
て
き
た
。
公
費
方
式
に
比
べ
、
利
用

者
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
の
選
択
の
保
障
や
サ

ー
ビ
ス
受
給
の
権
利
性
の
確
保
と
い
う
点

で
優
れ
た
制
度
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
負
担

と
給
付
の
対
応
関
係
が
明
確
で
あ
り
、
負

担
に
対
す
る
国
民
の
理
解
を
得
や
す
い
と

い
っ
た
意
義
が
あ
る
。

　

今
後
、
新
た
な
高
齢
者
介
護
シ
ス
テ
ム

と
し
て
、
適
切
な
公
費
負
担
を
組
み
入
れ

た
社
会
保
険
方
式
に
よ
る
シ
ス
テ
ム
に
つ

い
て
。
具
体
的
な
検
討
を
進
め
て
い
く
こ

と
が
適
当
で
あ
る
。

。
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万
・
皿
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高
齢
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
に
関

し
て
は
、
今
後
特
に
重
要
な
検
討
課
題
と

し
て
①
新
た
な
高
齢
者
介
護
シ
ス
テ
ム
に
お
い

て
カ
バ
ー
す
べ
き
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
範
囲

・
水
準
及
び
サ
ー
ビ
ス
体
系
の
あ
り
方
を

具
体
的
に
ど
う
考
え
る
べ
き
か
。
ま
た
、

新
ゴ
ー
ル
ド
プ
ラ
ン
に
示
さ
れ
た
内
容
・

目
標
水
準
の
見
直
し
も
含
め
、
ど
の
よ
う

な
対
応
を
行
っ
て
い
く
の
か
。

②
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
方
法
、
要
介
護

の
認
定
方
法
や
介
護
支
援
体
制
に
つ
い
て

は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
が
考
え

４１

ら
れ
る
か
。

③
家
族
が
介
護
を
行
う
場
合
の
評
価
を
ど

う
考
え
る
べ
き
か
。

④
新
た
な
高
齢
者
介
護
シ
ス
テ
ム
の
対
象

と
す
る
サ
ー
ビ
ス
分
野
と
他
制
度
と
の
役

割
分
担
を
ど
う
考
え
る
べ
き
か
。

　

社
会
保
険
方
式
に
つ
い
て
、
問
題
点
を

含
め
具
体
的
な
検
討
を
進
め
て
い
く
こ
と

が
適
当
で
あ
る
。

①
被
保
険
者
、
受
給
者
を
ど
う
考
え
る
か
。

②
保
険
料
の
設
定
方
法
。
水
準
を
ど
う
考

え
る
か
。

③
保
険
者
・
事
業
実
施
主
体
に
つ
い
て
ど

う
考
え
る
か
。

④
公
費
（
国
。
地
方
公
共
団
体
）
、
事
業

主
負
担
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

⑤
利
用
者
の
負
担
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る

か
。

⑥
民
間
保
険
と
の
関
連
に
つ
い
て
ど
う
考

え
る
か
。

⑦
高
齢
者
介
護
と
医
療
保
険
、
老
人
保
健

制
度
等
と
の
関
連
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る

か
。

　

新
た
な
高
齢
者
介
護
シ
ス
テ
ム
の
導
入

に
当
た
っ
て
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
担
う

施
設
の
整
備
の
促
進
や
人
材
の
養
成
・
確

保
、
資
質
の
向
上
が
不
可
欠
で
あ
り
。
今

後
、
こ
の
点
に
つ
い
て
も
、
あ
わ
せ
て
具

体
的
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

　

高
齢
者
介
護
問
題
は
、
2
1
世
紀
の
超
高

齢
社
会
を
目
前
に
控
え
た
わ
が
国
に
お
い

て
、
最
も
重
要
で
か
つ
解
決
が
急
が
れ
る

問
題
で
あ
る
。
今
回
の
中
間
報
告
に
よ
っ

て
、
こ
の
問
題
に
関
す
る
国
民
各
層
の
理

解
が
深
ま
り
、
広
範
な
議
論
が
進
め
ら
れ

る
こ
と
を
期
待
す
る
。

嗣
圃
幽
健
保
「
見
直
し
」

提
言

　
　
　
　
　
　
　
　

医
療
保
険
審
議
会
中
間
ま
と
め
抜
す
い

　

医
療
保
険
審
議
会
は
８
月
４
日
、
「
検
討
項
目
ｍ
、
Ⅳ
．
Ｖ
を
中
心
と
し
た
こ
れ

ま
で
の
検
討
内
容
」
と
す
る
中
間
取
り
ま
と
め
を
厚
生
大
臣
に
提
出
し
ま
し
た
。
同

審
議
会
は
、
高
齢
者
医
療
の
介
護
を
医
療
保
険
か
ら
分
離
、
除
外
し
、
老
人
保
健
制

度
の
患
者
負
担
に
つ
い
て
は
「
応
分
の
負
担
を
求
め
る
」
な
ど
と
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

国
民
医
療
費
、

経
済
基
調
の
変
化

　

老
人
医
療
費
の
適
正
化

高
齢
化
の
進
行
に
伴
い
、
老
人
医
療
費

寸土ﾄﾞ痢］］1995-10
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を
中
心
と
し
て
国
民
医
療
費
が
増
嵩
し
、

国
民
経
済
が
低
成
長
の
ま
ま
推
移
す
る
と

す
れ
ば
、
国
民
医
療
費
は
国
民
所
得
の
伸

び
を
上
回
っ
て
伸
び
て
い
く
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
。
こ
の
た
め
、
老
人
医
療
費
を
は

じ
め
と
す
る
国
民
医
療
費
の
伸
び
を
ど
の

程
度
の
も
の
に
と
ど
め
る
か
に
つ
い
て
議

論
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

従
来
か
ら
の
医
療
費
適
正
化
対
策
を
一

層
推
進
す
る
と
と
も
に
、
効
率
的
な
医
療

を
確
保
す
る
た
め
の
診
療
報
酬
に
お
け
る

対
応
や
患
者
負
担
の
あ
り
方
も
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
。

　

国
民
医
療
費
の
負
担

　

国
民
医
療
費
の
財
源
は
保
険
料
・
公
費

負
担
・
患
者
負
担
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
①
保
険
料
の
引
上
げ
、
②

国
や
地
方
公
共
団
体
の
負
担
の
引
上
げ
、

③
給
付
の
範
囲
の
見
直
し
や
患
者
負
担
の

あ
り
方
に
つ
い
て
総
合
的
に
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
。

当
面
の
検
討
課
題

　

介
護
シ
ス
テ
ム
創
設
と
の
関
連

　

現
在
、
老
人
保
健
福
祉
審
議
会
に
お
い

て
、
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
新
た
な
介
護

シ
ス
テ
ム
創
設
に
つ
い
て
検
討
が
行
わ
れ

て
い
る
。

　

新
介
護
シ
ス
テ
ム
が
、
介
護
を
主
た
る

ニ
ー
ズ
と
し
て
長
期
に
一
般
病
院
等
に
入

院
し
て
い
る
ケ
ー
ス
の
適
切
な
解
決
が
図

れ
る
よ
う
な
形
で
創
設
さ
れ
る
の
で
あ
れ

ば
、
疾
病
の
治
療
を
本
来
の
目
的
と
す
る

医
療
保
険
制
度
の
適
正
な
運
営
に
も
資
す

る
こ
と
と
な
る
の
で
、
そ
の
創
設
の
持
つ

意
義
は
、
医
療
保
険
制
度
の
側
か
ら
も
大

き
い
も
の
が
あ
る
。

　

な
お
、
新
介
護
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
サ
ー

ビ
ス
や
費
用
負
担
等
の
具
体
的
な
内
容
に

つ
い
て
は
、
老
人
保
健
福
祉
審
議
会
の
検

討
を
待
つ
必
要
が
あ
る
が
、
そ
の
検
討
状

況
を
踏
ま
え
、
次
の
よ
う
な
点
に
つ
い
て

検
討
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

①
新
介
護
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
と

医
療
保
険
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
と
の
間
で
適

切
な
役
割
分
担
を
図
る
こ
と
。

②
新
介
護
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
費
用
負
担
と

医
療
保
険
に
よ
る
費
用
負
担
（
患
者
負
担

及
び
保
険
料
）
と
の
問
で
で
き
る
だ
け
整

合
性
を
図
る
こ
と
。

　

老
人
保
健
制
度

　
　

見
直
し
と
の
関
連

　

老
人
医
療
費
負
担
の
あ
り
方
に
つ
い
て

は
、
医
療
保
険
制
度
全
体
に
お
け
る
公
平

の
観
点
か
ら
、
検
討
が
加
え
ら
れ
る
べ
き

で
あ
る
。

①
高
齢
者
世
代
と
若
年
齢
世
代
の
間
の

　

負
担
の
公
平

　

老
人
医
療
費
の
相
当
部
分
は
、
現
役
の

若
年
齢
世
代
が
負
担
し
て
い
る
が
、
そ
の

負
担
は
年
々
高
ま
っ
て
い
る
。
他
方
、
高

15

齢
者
世
帯
の
所
得
水
準
は
個
人
差
も
大
き

い
が
、
平
均
で
見
る
と
若
年
齢
世
帯
と
の

間
に
あ
ま
り
差
が
な
く
、
資
産
保
有
状
況

も
平
均
的
に
は
若
年
齢
世
帯
を
上
回
っ
て

い
る
。

　

こ
う
し
た
点
を
踏
ま
え
、
患
者
負
担
や

保
険
料
負
担
に
お
け
る
世
代
間
の
公
平
の

観
点
か
ら
、
高
齢
者
の
医
療
費
に
つ
い
て

は
、
受
益
に
応
じ
た
負
担
を
含
め
、
高
齢

者
に
応
分
の
負
担
を
求
め
る
と
い
う
考
え

方
に
つ
い
て
も
検
討
が
加
え
ら
れ
る
必
要

が
あ
る
。

②
保
険
料
負
担
に
お
け
る

　

高
齢
者
世
代
内
の
公
平

　

高
齢
者
の
負
担
に
関
し
て
は
、
国
民
健

康
保
険
に
お
い
て
は
全
て
の
高
齢
者
が
一

定
の
保
険
料
負
担
を
し
て
い
る
一
方
、
現

行
の
被
用
者
保
険
に
お
い
て
被
扶
養
者
は

保
険
料
賦
課
の
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
。

高
齢
者
世
代
内
の
公
平
な
負
担
と
い
う
観

点
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
被
扶
養
者
の
位
置

付
け
を
ど
う
考
え
て
い
く
の
か
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
。

③
若
年
齢
世
代
内
の
負
担
の
公
平

　

産
業
・
就
業
構
造
の
変
化
に
伴
い
、
国

民
健
康
保
険
に
お
い
て
高
齢
者
の
加
入
が

増
加
す
る
一
方
、
被
用
者
保
険
へ
の
移
行

に
よ
り
若
年
齢
者
の
加
入
が
減
少
し
て
い

る
こ
と
を
踏
ま
え
、
老
人
保
健
制
度
に
お

け
る
若
年
齢
世
代
内
の
負
担
の
公
平
に
つ

い
て
も
、
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

　

高
齢
者
の
経
済
的
地
位
は
向
上
し
て
い

る
が
、
そ
の
負
担
を
求
め
る
場
合
に
お
い

て
は
、
直
ち
に
急
激
な
負
担
増
と
な
ら
な

い
よ
う
な
配
慮
も
必
要
で
あ
る
。

　

給
付
の
あ
り
方

　

医
療
保
険
各
制
度
を
迎
ず
る
給
付
と
負

担
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
総
合
的
に
検

討
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
老
人
保
健
制

度
見
直
し
と
の
関
連
で
指
摘
し
た
課
題
の

ほ
か
、
昭
和
5
9
年
改
正
法
に
よ
り
本
則
上

８
割
給
付
と
さ
れ
た
被
用
者
保
険
の
本
人

給
付
率
及
び
同
法
附
則
第
6
3
条
の
給
付
率

の
統
一
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
も
、
検

討
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

　

そ
の
際
、
①
適
正
な
自
己
負
担
に
よ
る

患
者
の
コ
ス
ト
意
識
の
涵
養
、
②
給
付
の

重
要
度
や
必
要
度
に
応
じ
た
負
担
の
あ
り

方
及
び
③
必
要
な
受
診
が
抑
制
さ
れ
な
い

こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

ま
た
、
平
成
５
年
1
2
月
の
建
議
に
お
い

て
指
摘
し
た
と
お
り
、
薬
剤
給
付
に
つ
い

て
の
検
討
も
必
要
で
あ
る
。

　

薬
剤
使
用
に
つ
い
て
種
々
の
意
見
が
あ

る
。
今
後
、
薬
剤
が
有
効
か
つ
適
切
に
使

用
さ
れ
る
よ
う
、
患
者
負
担
の
あ
り
方
に

つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

そ
の
際
、
中
央
社
会
保
険
医
療
協
議
会

に
お
い
て
も
、
薬
価
基
準
、
診
療
報
酬
上

の
措
置
等
に
つ
い
て
検
討
が
進
め
ら
れ
て

お
り
、
同
協
議
会
と
も
連
携
を
取
り
な
が

４６Ｚ
1995-10
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ら
、
総
合
的
な
検
討
が
行
わ
れ
る
必
要
が

あ
る
。

　

国
民
健
康
保
険
制
度
の
改
革

　

国
民
健
康
保
険
に
お
い
て
は
、
低
所
得

世
帯
が
多
い
た
め
、
中
間
所
得
層
に
負
担

が
偏
り
、
そ
の
保
険
料
負
担
は
相
当
重
く

な
っ
て
い
る
の
が
実
情
で
あ
る
。

　

低
所
得
者
の
多
く
は
高
齢
者
で
あ
る

が
、
公
的
年
金
受
給
者
に
係
る
保
険
料
算

定
上
の
特
例
を
は
じ
め
と
す
る
控
除
に
よ

っ
て
保
険
料
の
賦
課
対
象
所
得
が
低
く
な

っ
て
い
る
こ
と
も
踏
ま
え
、
若
年
齢
世
代

と
の
負
担
の
公
平
の
観
点
か
ら
、
国
民
健

康
保
険
制
度
内
に
お
け
る
負
担
の
公
平
を

図
る
べ
く
、
保
険
料
負
担
の
あ
り
方
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

国
民
健
康
保
険
に
お
い
て
は
、
地
域
間

で
保
険
料
負
担
に
放
置
で
き
な
い
格
差
も

見
受
け
ら
れ
る
の
で
、
不
合
理
な
格
差
に

つ
い
て
は
、
そ
の
是
正
の
た
め
の
新
た
な

方
策
に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
都
道
府
県
単
位
等
広
域
的
な
単
位

で
の
保
険
料
負
担
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

政
府
管
掌
健
康
保
険
の

　

財
政
運
営
の
見
直
し

　

政
府
管
掌
健
康
保
険
は
、
単
年
度
収
支

で
は
既
に
大
幅
な
赤
字
基
調
と
な
っ
て
お

り
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
課
題
に
つ
い

て
の
検
討
と
併
せ
、
中
期
財
政
運
営
の
あ

り
方
も
含
め
、
政
府
管
掌
健
康
保
険
独
自

の
対
応
策
に
つ
い
て
も
、
検
討
を
行
う
必

要
が
あ
る
。そ

　

の

　

他

老
人
保
健
制
度
の
あ
り
方
に
密
接
に
か

j 6･|

か
わ
る
問
題
に
つ
い
て
は
、
老
人
保
健
福

祉
審
議
会
と
も
連
携
を
取
り
な
が
ら
検
討

を
進
め
る
こ
と
と
す
る
。

　

ま
た
、
こ
の
中
間
取
り
ま
と
め
に
お
い

て
検
討
の
必
要
性
を
指
摘
し
た
事
項
に
つ

い
て
は
、
国
民
の
選
択
に
か
か
わ
る
も
の

で
あ
り
、
本
報
告
を
契
機
に
。
医
療
保
険

制
度
の
運
営
に
か
か
わ
る
関
係
者
を
含

め
、
国
民
各
層
で
広
範
な
論
議
が
行
わ
れ

る
こ
と
を
期
待
す
る
。

千浪０八卜1995-10

年
内
に
数
値
目
標
決
定
へ

障
害
者
保
健
福
祉
施
策
推
進
本
部
中
間
報
告
抜
す
い

雛
頻
恕
担
損
傷
讃
唱
廊
で

　

ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
理
念
が
徐

々
に
浸
透
す
る
一
方
、
地
域
に
お
け
る
障

害
者
支
援
の
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
は
質
量
と

も
十
分
で
は
な
い
。
ま
た
、
障
害
者
基
本

法
の
理
念
等
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
従
来
の

障
害
種
別
の
枠
組
み
を
超
え
た
横
断
的
・

総
合
的
な
取
組
も
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

瑛
叢
頑
纒
壌
易
碩

　

ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
理
念
の

下
、
障
害
者
が
可
能
な
限
り
家
族
や
地
域

社
会
の
中
で
生
活
で
き
る
よ
う
に
し
て
い

く
た
め
、
施
策
全
体
の
見
直
し
を
行
う
。

　

慢
性
疾
患
の
増
加
や
高
齢
化
で
、
医
療

と
の
緊
密
な
連
携
を
持
っ
た
福
祉
施
策
が

ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
特

に
精
神
障
害
者
に
つ
い
て
は
、
保
健
医
療

と
福
祉
両
面
に
わ
た
る
総
合
的
な
施
策
の

充
実
が
必
要
で
あ
る
。

　

福
祉
八
法
改
正
。
地
域
保
健
法
の
成
立

に
よ
り
市
町
村
の
役
割
が
増
す
な
ど
、
保

健
福
祉
分
野
全
体
の
市
町
村
へ
の
権
限
一

元
化
が
進
ん
で
い
る
。
こ
の
た
め
、
国
及

び
都
道
府
県
の
役
割
を
も
明
確
に
し
な
が

ら
、
市
町
村
中
心
の
サ
ー
ビ
ス
体
系
へ
と

再
編
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

障
害
者
基
本
法
で
規
定
さ
れ
た
障
害
者

計
画
の
具
体
的
な
策
定
を
進
め
、
体
系
的

な
施
策
の
整
備
を
図
る
。

璧
薗
煩
摺
催
晦
尨
媚
Ｊ

○
地
域
に
お
け
る
生
活
支
援

　

地
域
社
会
の
中
で
障
害
者
が
自
立
的
な

生
活
を
送
る
た
め
に
は
、
住
居
の
確
保
、

働
く
場
や
活
動
の
場
、
社
会
参
加
の
機
会

の
確
保
と
と
も
に
、
入
所
型
施
設
に
つ
い

て
は
、
重
度
障
害
者
の
生
活
の
場
と
と
も

に
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
拠
点
と
し
て
の
機

能
も
充
実
さ
せ
る
。

①
住
ま
い
の
確
保

　

住
宅
政
策
と
の
連
携
を
通
じ
た
バ
リ
ア

フ
リ
ー
型
住
宅
等
の
普
及
推
進
を
図
る
。

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、
福
祉
ホ
ー
ム
等
の
計

画
的
整
備
。

②
働
く
場
な
い
し
活
動
の
場
の
確
保

　

障
害
煮
雁
用
施
策
な
ど
と
の
連
携
を
推

進
、
授
産
施
設
や
デ
イ
ケ
ア
ー
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
等
の
整
備
を
推
進
す
る
。
小
規

模
な
作
業
所
の
運
営
の
安
定
化
を
図
る
。

③
介
護
等
の
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

　

障
害
者
の
介
護
等
の
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
、
重
度
障
害
者
の
入
所

施
設
な
ど
、
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
で
き

る
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
を
整
備
す
る
。

　

障
害
者
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質
的
向
上

　

ざ

を
図
る
た
め
、
障
害
の
程
度
に
応
じ
た
適

　

妬
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切
な
介
護
等
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

策
定
す
る
。

○
総
合
的
な
施
策
の
展
開

①
総
合
的
な
相
談
・
支
援
体
制
の
整
備

　

地
域
で
の
総
合
的
な
相
談
・
生
活
支
援

・
情
報
提
供
機
能
を
も
つ
拠
点
の
整
備
を

図
り
、
専
門
ス
タ
ッ
フ
の
養
成
を
図
る
。

②
障
害
児
療
育
体
制
の
整
備

　

地
域
に
お
け
る
療
育
体
制
に
つ
い
て
提

供
シ
ス
テ
ム
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
両
面
の

充
実
を
図
る
。

③
精
神
障
害
者
の

　

保
健
医
療
福
祉
施
策
の
充
実

　

社
会
復
帰
お
よ
び
自
立
と
社
会
参
加
の

促
進
の
た
め
、
地
域
の
保
健
福
祉
基
盤
の

整
備
を
図
る
。

④
総
合
的
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の

　

体
制
整
備

　

相
談
・
判
定
機
能
と
施
設
機
能
、
医
療

機
能
の
統
合
連
携
を
通
じ
、
総
合
的
な
リ

ハ
ビ
リ
体
制
整
備
を
図
る
。

○
施
策
推
進
体
制
の
見
直
し

①
市
町
村
中
心
の
サ
ー
ビ
ス
体
系

　

障
害
児
・
精
神
薄
弱
者
施
策
に
お
け
る

市
町
村
の
役
割
を
強
化
す
る
こ
と
を
検
討

す
る
。
精
神
障
害
者
施
策
に
つ
い
て
、
徐

々
に
市
町
村
の
役
割
を
強
化
す
る
。
同
時

に
、
広
域
性
・
専
門
性
の
高
い
分
野
は
、

今
後
と
も
都
道
府
県
や
政
令
指
定
都
市
の

事
務
と
し
て
強
化
す
る
。

②
保
健
福
祉
資
源
の
重
層
的
整
備

　

市
町
村
域
・
複
数
市
町
村
を
含
む
広
域

的
圏
域
・
都
道
府
県
域
の
各
圏
域
ご
と
の

機
能
分
担
を
明
確
に
し
、
各
種
の
サ
ー
ビ

ス
や
施
設
を
面
的
、
計
画
的
に
整
備
す
る

こ
と
に
よ
り
、
重
層
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
構
築
す
る
。

③
具
体
的
目
標
の
設
定
と

　

そ
の
計
画
的
推
進

　

市
町
村
障
害
者
計
画
策
定
指
針
を
通
じ

市
町
村
に
お
け
る
障
害
者
計
画
策
定
の
支

援
を
行
う
。

　

今
後
の
障
害
者
施
策
の
最
大
の
課
題
は

総
合
的
施
策
の
充
実
で
あ
る
。
厚
生
省
に

お
け
る
施
策
推
進
体
制
の
整
備
を
図
る
。

○
基
盤
整
備
の
た
め
の

　

支
援
施
策
の
推
進

①
福
祉
機
器
の
開
発
・
普
及
、

　

情
報
化
の
推
進
、
研
究
・
開
発
等

　

科
学
技
術
の
進
歩
お
よ
び
そ
の
活
用
に

よ
っ
て
、
障
害
者
の
生
活
を
豊
か
に
す
る

可
能
性
が
広
が
っ
て
お
り
、
そ
の
視
点
か

ら
福
祉
機
器
の
開
発
等
に
努
め
る
。

②
マ
ン
パ
ワ
ー
の
養
成
・
確
保

　

専
門
ス
タ
ッ
フ
等
の
計
画
的
要
請
・
確

保
を
図
る
と
と
も
に
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
に
係
る
マ
ン
パ
ワ
ー
の
量
的
・
質
的

充
実
を
図
る
。

　

精
神
科
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
等
の
資

格
制
度
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
検
討
を
進

め
る
。

③
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
の
振
興

丿

　

今
後
の
障
害
者
施
策
の
展
開
は
、
公
的

施
策
の
み
を
考
え
る
だ
け
で
な
く
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
等
の
活
動
の
振
興
方
策
に
つ
い

て
検
討
す
る
。

○
個
別
の
重
要
施
策

①
災
害
対
策

　

災
害
時
の
障
害
者
援
護
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

作
成
等
を
通
じ
、
障
害
者
に
係
る
災
害
対

策
の
強
化
を
図
る
。

②
所
得
保
障

　

障
害
無
年
金
の
問
題
に
つ
い
て
年
金
制

度
の
中
で
対
応
す
る
か
福
祉
的
措
置
で
対

応
す
る
か
を
含
め
、
幅
広
い
観
点
か
ら
検

討
す
る
。

③
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
療
等
の

　

充
実
の
た
め
の
方
策

　

医
療
機
関
に
お
け
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
医
療
等
の
一
層
の
充
実
の
た
め
方
策

に
つ
い
て
幅
広
く
検
討
を
行
う
。

④
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

　

リ
ハ
ビ
リ
の
一
環
だ
け
で
な
く
、
社
会

参
加
の
促
進
か
ら
も
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会

等
の
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
図
る
。

⑤
「
精
神
薄
弱
」
用
語
の
見
直
し

　

保
護
者
団
体
そ
の
他
関
係
者
の
意
見
を

踏
ま
え
つ
つ
、
「
精
神
薄
弱
」
に
替
わ
る

用
語
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

⑥
精
神
薄
弱
者
・
精
神
障
害
者
の

　

権
利
擁
護

　

精
神
薄
弱
者
の
財
産
管
理
の
あ
り
方
、

精
神
障
害
者
の
権
利
擁
護
制
度
や
欠
格
条

項
の
見
直
し
を
検
討
す
る
。

⑦
難
病
を
有
す
る
者
へ
の
対
応

　

難
病
患
者
に
対
す
る
福
祉
施
策
に
関
し

て
、
生
活
阻
害
の
程
度
に
着
目
し
た
総
合

的
な
難
病
保
健
医
療
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
が
行
わ
れ
る
よ
う
引
き
続
き
幅
広
く
検

討
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

⑧
障
害
者
施
策
に
関
す
る
国
際
交
流
。

　

国
際
協
力
の
促
進

　
　

「
ア
ジ
ア
太
平
洋
障
害
者
の
1
0
年
」
の

趣
旨
を
踏
ま
え
、
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
連
携

を
深
め
る
。

資
金
造
成
担
当
者

　
　
　

研
修
会
開
催

　

９
月
2
3
、
2
4
日
、
東
京
・
都
市
セ
ン
タ

ー
で
資
金
造
成
活
動
担
当
者
研
修
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
研
修
会
に
は
９
道
府
県
、

２
業
者
が
参
加
し
、
経
験
交
流
や
業
者
と

の
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ｐ
Ｃ
に
結
集
し
て
資
金
造
成
活
動
を

行
っ
て
い
る
団
体
は
現
在
1
8
道
府
県
で

す
。
こ
の
取
り
組
み
は
各
団
体
の
貴
重
な

活
動
資
金
と
な
る
だ
け
で
な
く
、
Ｊ
Ｐ
Ｃ

の
活
動
資
金
と
し
て
も
重
要
な
も
の
と
な

っ
て
い
ま
す
。
研
修
会
で
は
活
勁
の
基
本

と
な
る
資
金
造
成
を
各
団
体
と
も
軽
視
す

る
傾
向
が
あ
り
、
今
後
、
加
盟
団
体
で
積

極
的
に
取
り
組
む
体
制
作
り
の
重
要
性
を

確
認
し
ま
し
た
。
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日本の医療・福祉と患者運動を考える

スケジュール決まるーみなさんのご参加を

◆日時

　

11月11日(土)・12日(日)◆場所

　

グリーンホテル札幌

プログラム

第１日〈11月11日〉

13 : 30　全体集会

14 : 45　講演「どうなる日本の医療と

　　　　　　　

介護保険制度」

　　　　　

講師：篠崎次男

　　　　　　　　

（中央社保協副会長）

16 : 15　公演　一人芝居「冬の銀河」

　　　　　

演者：茅野

　　

明

18 : 00　交流会

　

毎
年
実
施
し
て
い
る
第
1
0
次
国
会
請
願

署
名
運
勁
が
今
年
も
始
ま
り
ま
す
。

　

こ
の
詰
願
署
名
は
、
入
院
で
あ
れ
在
宅

で
あ
れ
患
者
の
希
望
に
応
じ
て
、
安
心
し

て
医
療
を
受
け
、
毎
日
を
生
き
甲
斐
を
も

っ
て
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
総
合

的
な
難
病
対
策
の
早
期
確
立
を
強
く
要
望

し
、
請
願
事
項
の
実
現
を
目
指
す
も
の
で

す
。
今
年
の
署
名
は
、
再
び
衆
参
両
院
で

の
採
択
を
め
ざ
し
、
目
標
署
名
数
を
百
万

人
と
設
定
し
ま
し
た
。
皆
様
の
昨
年
度
を

上
回
る
運
動
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
請
願
署
名
は
、
来
年
３
月
末
口

ま
で
に
Ｊ
Ｐ
Ｃ
事
務
局
へ
ご
返
送
く
だ
さ

い
。
請
願
署
名
提
出
目
は
来
年
６
月
３
日

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
療
養
環
境
は
冬

の
時
代
を
迎
え
そ
う
で
す
。

で
も
み
ん
な
の
知
恵
を
出
し

合
い
、
豊
か
な
医
療
と
福
祉

実
現
に
向
か
っ
て
歩
ん
で
い

き
ま
し
ょ
う
。

４７θ

　

筋
無
力
症
友
の
会
高
知
連
絡
会
よ
り
1
0

万
円
の
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

同
会
は
昨
年
４
月
、
長
期
の
療
養
生
活

で
経
済
的
に
も
困
っ
て
い
る
難
病
患
者
や

そ
の
家
族
を
手
助
け
し
よ
う
と
「
難
病
患

者
援
助
基
金
」
を
設
立
し
ま
し
た
。

　

貴
重
な
援
助
基
金
か
ら
、
活
動
資
金
と

し
て
Ｊ
Ｐ
Ｃ
の
前
進
を
願
っ
て
の
も
の
で

す
。
大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

第２日〈11月12日〉

9 :00　分科会

　　　　

第１分科会「地域保健法と

　　　　　　　　　　

難病対策」

　　　　

第２分科会「医療保険制度と

　　　　　　　　　　

公的介護保険制度」

　　　　

第３分科会「全国組織を作ろう

　　　　　　　　　　

疾病別交流会」

11 : 15　全体集会

12 : 00　閉会

国
会
請
願
署
名
始
ま
る

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を

Ｊ
Ｐ
Ｃ
財
政
支
援

カ
ン
パ
寄
せ
ら
れ
る

　
　

高
知
県
筋
力
症
友
の
会

JPC

　

協力会員募集

　　

ＪＰＣを財政的に支える協力

　　

会員、今年度目標は1000ロ。

　　

輪を大きく広げてください。

　　

加入をお待ちしています。

特典：海外研修派遣

　　　　

（全国交流集会で抽選）

　　　　

機関紙

　　　　　

「ＪＰＣの仲間」

会費：年間１口

　　　　

3Q00円（何口でも可）

申込：各加盟団体または

　　　　

ＪＰＣ事務局

郵便振替00150- 5 -90655

　　　　　

JPC事業部
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